第1回農業部会ワークショップまとめ

「特産品の販売」に関する意見


①生産者と消費者がつながる（顔が見える）システムの構築
②大口の需要側（料亭やホテル）と供給側（生産者）の求め
ているものに差があり，距離を縮める努力が必要
③価格や量ではなく，質や旬，環境への配慮で勝負する
その他の意見　・アンテナショップで販売し，情報発信するだけでは続かない

・京北と似た地域の成功例や失敗例を勉強する

・単に産品を販売するだけでなく，簡単なもので良いので，その産品の使い道を広げる展開が必要


「生産振興」に関する意見

①おいしい思い（儲かる経験）をしたり聞いたりすると頑張れる
②少額でも常にお金が入る仕組みを作るべき

③対象作物を絞り，販路と販売量を念頭に置いて検討すべき
④若い農家は単一作物だけを作るスタイルに憧れていない
⑤不利な地理的条件と，高齢化への対策が必要
その他の意見　・黒豆の生産拡大
　　　　　　　・技術がないからと諦めず，技術が身に付くよう誘導する
・余剰野菜などの加工に，若い客層に受けるアイデアを取り入れる

「都市と農村の交流」に関する意見

①京北という場所の魅力を活用し，田舎が好きな人に来て
もらえる仕掛けづくりを行う
②単発的な観光・体験農園などの利用で終わるのではなく，

継続的に地域の野菜を買うようになるなど，次につながる

仕組みの構築
③農業体験を組み入れた交流活動の実施
④「田舎・秘境への観光」で勝負
⑤消費者とのコミュニケーションが生産意欲の向上を生む
その他の意見　・継続的に京北に人を呼ぶ仕組みが必要
・農家の年齢を考慮すると，農家自身が市内に農産物を納品するのは限界があるため，都市住民等を京北へ招く取組でないと長続きしない
・人を寄せ付けるイベントの開催
・援農ボランティアや農地保全ボランティアによる活動の試験的実施

　　　　　　　・京北にある大学の研修施設には，年間延べ数千人の学生が来ており，その活用を検討しては
　　　　　　　・香川のさぬきうどんのように，食べ歩きのできる道があれば訪れやすい

上記以外の意見　　・獣害対策については，駆除と利用を切り放して考えるべき
①今ある農産物の重点化と


　加工品への工夫


②小規模農家による少量多


品目生産


③雇用対策事業等を活用し，


京北の若者を雇う





①ウッディー京北の更なる活用


②京北のアンテナショップを京都


市街地に設置


③レストラン，カフェとの連携や


　NPO等との協働





課題





①利用者のニーズに合った観光・体験農園の設置と運営


②今ある施設やイベントを活用したアグリツーリズムの実施


③京北での農業・農村体験と修学旅行等をつなげる





提案





提案





提案





課題





課題
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